


セ コ ニ ッ ク ス タ ジ オ S2の 特 徴

|

|

2 1１
上

― ‐ltの 被 写 体
`こ

ιます べ て 、 反射 の 強 い ini(反 射 '1`ク
)`ヽ tヽ

面 )と 反身fの 弱 い 1漁i(反 覧ヽキ の lk lヽ :Ai)が さ ま ざ まないrt

調 で複 雑 ιこ組 み 合 わ され て い ます。 そ して この 変 化 は・ 1

然 、露 出 を決 定 す る11日 =微妙 な影 響 を 与え るわ け で 、 と

の部 分 に露 ナ11を 合 わせ るか が重 要 な ポ イ ン トに な り ま■
~

し、写 真 の で き具合 も大 き く変 っ て き ます。 各部 分 、 ″)

る 。ヽ ιまllLi t取

'出

を そオしぞ オロnl■三し、 そ の I`′

“
,1貞 を 求 め る

こ とに よ っ て 失敗 の な い′
写 真 を撮 る こ とは で き ま うが 、

これ は 、時 Hり が か か りす ぎ る欠点 が ノ)り ます _

そ ん な不 使 さ を うにに解 決 したの が ス タジ ォS2て うてヽ

般 に 、四 季 の さ ま ざ まな被 写 体 か ら測 定 して 求 め た 18%
の 反 射 率 を標 準 反 射 と称 して い ます が 、 ス タジ オ S2は 、

これ を基 準 に して 露 出 が 得 られ るよ うに工 夫 され て お り

ます 。 従 っ て 、 18%fj近 の 反身寸率 を有 す る被
′′テ体 が l山 :ン )

中′し、と考 え られ る場 合 (人物 、建 造 物 な ど)や l`を 必」付1に

置 きか え て も よ い と考 え ′)れ る場 合 (イJ寸 の スナ フ ア、 、ア

木 、林 な どの 中 景 )な どに 、キ|に 大 きな威 力 を発 Iい ′ヽ

します 、

入 射 式 (反射 式 も 可 能 )と し て 最 高 の 露 出 計 で す で,

2 受 光 部 が 自由 に 回 転 で き るの で測 定 が たい へ ん 楽 に

で き ます 。

3 光 球 に よ り被 写 体 と同 一 光 線 状 態 で受 光 で き ます。

被 2j体は普 通 、 立 体 で す か ら、光 線状 態 に よ っ て 明 るい

1li(ハ イ ラ イ ト)と 暗 い Ini(シ ャ ドゥ)が で き ます (照
明 コ ン トラ ス ト)。 光 球 は この被 写 体 と ま っ た く同 一 の状

態 で光 を受 け ます 。 各 方 面 か らの光 の 強 さに応 して 自動

的
`こ

撮 景多に関 係 の あ る値 を メー ター に指 示 させ る機 能 を

も って お ります 。 従 って 、一 般 の 露 出 決 定 に は 、 この光

味 が一 番便 利 な わ け で す 。

附 属 品 を使 用 す る こ とに よ っ て広 い応 用 範 囲 の 撮 影

を楽 しむ こ とが で き ます。



仕 様

測 定 方 法

測 定 範 囲

測 定 精 度

ASA目 盛

シャッター 目盛

絞 り 目 盛

ジネコマ数 日盛

E V 目 盛

校 正 常 数

大   き   さ

入射 式 ・ 反射 式 兼 用

A S A100でEV4～ 17

±0.3EV以 内 (%絞 り以 内 )

0.1～ 12000

60- 1ノ /1ooo秒

1-90

8コ マ ～ 64コ マ

1-20(ラ イ トバ リュ ー 婆tイ直 )

C=25 K=1.15
107ミ  リ × 58ミ  リ × 30ミ リ

約 250グ ラ ム

3

量重

目 次

1セ コニ ッ ク ス タ ジ ォS2の 特 徴 ・ 1

仕 様 ・ 3
各 部 の 名 称 ・ 4
附 属 品 ・ 5
目次 ・ 6
各 目盛 の 中 間 値 ・ 7
附 属 品 に つ い て・ 8
入射 式 と反射 式 ・ 10

2基 礎 的 な使 い方 ・ 11
入射 式 測 定 方 法 ・ 11
白色 平 板 ・ 13
コ ン トラ ス トの 測 定 ・ 13
照 度 (ル ク ス)の 測 定 ・ 13
反射 式 測 定 方 法 ・ 14
直 読 用 ス ラ イ ドを使 用 した場 合 ・ 16
ラ イ トパ リュ ー の読 み 方 ・ 16
ポ ラ ロ イ ドナ ンバ ー・ 16
シ ネ撮 影 を行 な う場 合 ・ 17

3各 被 写 体 に対 す る測 り方 の実 例 ・ 18
1.人物 撮 影 ・ 18
2.一般 の 風 景 ・ 19
3.展開 した風 景 ・ 19
4.雪景 ・ 21
5.側 面 光 や逆 光 下 の 風 景 撮 影 ・ 22
6.シ ル エ ッ ト撮 影 ・ 23
7ス ラ イ ドに よ る直読 法 ・ 24

4応 用 編 ・ 26
1.ス タ ジ オ S2の 特 異 ′性・ 26
2.白 色 平 板 につ い て・ 27
3.照 明 の コ ン トラ ス ト調 整 ・ 27
4.戸 外 照 明 の コ ン トラ ス ト調 整 ・ 28
5.反射 式 の 測 定 ・ 30
6.近代 的 照 明 の調 整 ・ 33
7.接 写 に つ い て・ 36
8.太 陽 光 線 下 の フ ラ ッ シュ に よ る撮 影 ・ 38

5取 扱 い上 の注 意 ・ 39
零 位 置 の調 整 ・ 39
ス ラ イ ド溝 に つ い て・ 39

牟皇勇11雀響言ヲ言Fよβ
で・39

6



各 部 の 名 称

正 面

ダイアル
スケール

附 属 品

白色平板

(ル ミディスク)

光角度板
(ル ミグリッド)

回転受光部

ン ドル (入射光 )

マーク(スライド無しO

一　

一

タ

ケ
一　
ス

メ
ー

ト

リ ①

4 5

⑩

ク(ス ライ ド有 り)

〕(シ ネ絞り兼用)

シ ネ コマ 数

ASA調整ツマ ミ

トパリューナンバー(EV

ラロイド ナンバー

シャッタースピー ド

目盛〔自〕レャッタースピートと組合せ用

可動 ダイアル

H:GH専用スライ ド

(Hス ライ ド)

″
｀
ヽ

直読スライ ド(ASA100)①

この ほ か に 直 読 専 用 ス ラ イ ド

と して ASA25、 40、 50、 64、

80、  160、 200、 400が あ り ま

す
`,(男

り売 り Y2.300 9枚 セ ッ

ト)

注 、 直 読 ス ラ イ ドは 全 国 小 売

店 ま た は 弊 社 営 業 所 、サ ー

ビ ス ス テ ー シ ョ ン に 用 意 し

て あります。

⑮



87

各 目 盛 の 中 間 値

● メー ター スケー ル は 、上段 が フ ー トキ ャ ン ドル ○
の数

値 に な っ て お り、 4か らlM(1000)ま で記 入 して あ り

ます 。 中 間 の 位 置 は図 の よ うな数 値 を示 して い ます 。

また 、下 段 の 枠 内 の 赤 い数 字 は絞 りの 値 ○ で露 出 測 定

の場 合 は この数 値 を読 み と るわ け です 。 ま た 、直 読 の

と き もこれ を読 み ます 。字 の な い とこ ろ は図 の よ うな

絞 り とな ります 。

● シヤ ンタ~ス ピ Tド ロ盛 ①
の 中 間 は図 の よ うな シ ャ ノ

ター ス ピー ドを示 して い ます 。

● 絞 り目盛 〇 は数 字 の 内 側 に■ 印 が あ りこの 中心 が厳 密

に い う、 そ の絞 りの 中心 点 で す 。

中 間 値メータースケー
クレニニ」ζニユ=__、哺ヽ

※
Z吾碁薫おこどルの説明●

シ ャ ッ ター ス ピー ド

附 属 品 に つ い て

● 光球

人 射 式 で の 露 出 決 定 用 に

の み 使 用 し ま す 。 取 付 け

る 際 は 、 光 球 の 本4ヽ の 白 点

を 受 光 部 の 白 点 に 合 わ せ

て は め 込 み 、 固 定 す る ま

で 時 言「 針 の 方『r」 に 回 転 さ

せ て く だ さ い 。 取 り は ず

す と き は 、 こ の 逆 の 操 作

を し ま す 。

● 白 色 平 板

ば1度 を フ ー トキャ ン ドル単 位 の数 値 で求 め る と き (換 算
して ル ンク スで も読 み とれ ます )と 、 照度 コ ン トラ ス ト
の調 整 用 の ため に flJ_用 します。 操 作 は 光球 の場 合 と卜1じ
で す。

● 光 角度 板

被 写 体 の 反射 光 (輝 度 )を 測 定 す る と きに使 用 しますぃ
輝 度 域 調 整 と して 、 輝度 の相 対 比 (被写 体 コ ン トラ ス ト)

を■IIる と きに′と、安 の は か 、 メ、射 式 で は困 難 な露 +11を ,1{」 定
す る場 合 に も使 用 で き ます。

● “H:GH¨ 専 用 ス ラ イ ド

光球 ま た は 白色 |ヽを 板 を取 付 け て 測定 す る場 合 、 屋 外 な ど

の Iり ]る い ,叶 で は 、 1旨 金卜が ll(り きオして しま う こ と力・ しば し

は あ ります。 そ ん な と きに は 、 こ の “IIIG H‐ tllナ |]ス ラ イ

ド (以 ド Hス ラ イ ド)を 挿 入 して fyt用 します ., これ を利

-1/1200

/800

′`々の



用 す る こ とに よ っ て 、低 照 度 (ス ラ イ ドを挿 入 しな い場

合 )と 高 照 度 (ス ラ イ ドを挿 入 した場 合 )の 2段切 換 え

が可 能 とな り、 測 定 範 レHが さ らに広 くな ります。 ス ラ イ

ド
`よ

、 受 光 部 上 帝6の 溝 か ら ク l,ッ クで回うこす る まで lfl入

します。

● 直 読 用 ス ラ イ ド (別 売 )

これ は直 読 す る場 合 に の み使 用 し、 2段切 換 え用 と して

は使 用 で き ませ ん。 全 部 で 9本文あ り、 それ ぞ 才t ASA感
度 と対 応 す る シャ ンタ~ス ピ~ド が記 され て お ります。

光球 とイリi用 し、 メー タ ー スヶ ――ル板 11か ら直オ姜絞 ')を 言売

み とる こ とが で き ます  この場 合 、 ダ イア ル を合 わせ る

必 要 は ま ッ́た くあ りませ ん  挿 入 方法 は Hス ラ イ ドと同

じです 。

入 射 式 と 反 射 式

露 出の測定 には、入射式 と反射 式 の二 つの方法 があ りま
司
「 。

入射 式 は被 写 体 に 当 る光 の 強 さ を直接 測 る方 法 で す。

/´

´′
′

′

 9

ヽ

ζ

■

■9
反射 式 とは 、被 写 体 の 反射 光 を測 っ て 、露 出 を決 め る方  0
法 で す。

ヽ



2 基礎 的 な使 い 方

一 般 的 に は 光 球 C)を つ け た 入 射 式 の 測 定 方 法 を 主 と し て

い ま す の で 、 入 射 式 に よ る 基 礎 的 な 使 用 方 法 を 説 明 い た

し ま す 。

1 4tt用 す る フ ィ ル ′、の ASA感 度 を ASA調 整 ツ マ ミ
⑪

を

動 か し て ASA日 盛 窓 ⑩
に セ ン ト し ま す 。

2光 球 ① を 被 写 体 の 位 置 か F,カ メ ラ の 方 向 に 正 確 に 向 け

ま
―
ケ

し か し 、 屋 外 の 自 然 光 の 場 合 の よ う に 、 被 写 体 位 置 も

カ メ ラ 位 置 も 同 じ よ う に 光 線 を 受 け て い る と き は 、 カ

メ ラ の 位 置 で (写真 )図 の よ う に 測 っ て も か ま い ま せ

スレ。

3明 る い と こ ろ で 、 指 針 が 振 り き ね_た 場 合 に は 、 Hス ラ

イ ド ○ を 入 れ ま す 。

4指 針 の 指 示 し た メ ー タ ー ス ケ ー ル の 絞 り値 目 盛 C)を 読

み と り ま す 。

5Hス ラ イ ドを 入 れ た 状 態 の と き は INマー ク ①
の 赤 線 を 、

Hス ラ イ ドを ぬ い た 状 態 の と き に はOUTマ ー ク Oの 白 線

を 、 読 み と っ た メ ー タ_―
ス ケ ー ′レ① の 目 盛 数 と 同 じ数

を 、 ダ ィ ア ル ス ケ ー ル の 絞 り 日 盛 〔赤 〕oの 11に 合 わ

せ ま す 。

6こ の よ う に し て 、 絞 り 目 盛 〔白 〕① と シ ャ ンタ ~ス ピ ー

ド
⑭

の 適 正 な 組 合 せ が 色 々 で き ま す 。

Hス ライ ドを入れ た時 Hス ライ ドをぬいた時

INマ ー クに

合 わせ る

１

２

１

１

OUTマ ー
クに合 わせ

る

光 車由の 方 向



VT『:七瑕駐ぇ脚 喧 鰹
と りつ け ます )

コ
縫扁【」・C課〒ど1お 111嗜ぃぃ囀助光

|:驚 魚]争 rJ行し11背携堤〔iサ壌I:免習首ム
ること

この よ うに 、 ス タ ジオ内 の 照 明 を記 録 した り、各 照 明

をチ ェ ツク して コ ン トラ ス トの ,調 す

“

をイ=iな っ た りす る

高度 な撮 影 に 白色 1`4板 は Tt要 な役割 を果 します

照 度 (ル ク ス )の 測 定 は 一 一 一

L鰍ふ算腎よザ」ノI′fiS'数値(フートキ
ャ ン ドル )を 読 ん で くだ さい

3そ の 数 4111を 1076倍 した もの が ル ク ス とを ります。

4賃
lず」:I:[lI::i:羊 17J臨%橿

し て 読 ん で く だ さ 。`

(1列  64× 32=2()48フ ー ト キ ヤ ン ド ′レ

2048X10 76==22036_48  ′レク ス

う主  フ ー ト キ ヤ ン ド ル と
`よ

、 あ る 場 チlJrに 光 線 が 当 た る

量 を 表 わ す 単 位 で す 。

反 射 式 測 定 の と き は 一 … …

使 用 方 法 は 次 の よ う に し て く だ さ い

1た球①をはずし、峯負寅侵④夕とりつけます。

2Hス ラ イ ド○ 〈また付 属 ス ラ イ ド類 )は 、全 く使 用 し

ませ ん 。

3光 角度 板 を と りつ け た卜」転受 た部 c)を 、婆 I● 2ク リ
ヘ Jli確 に 1占lけ ます。

さて 反 ll,ヽ lllり 従三υヨよ、 '人 の よ う な f'り の 111景 多をイテな うよ場イ)

に 、 ft'THる と好 都 合 です。

1部 犀 の な か か r,、 屋 外 の 風 景 を撮 景タ

2 ネ オ ンサ イ ンの よ うな 発 た千卜の 掛li杉

3シ ョー ウ イ ン ドー の 内 部 の撮 景多

4動 la/Jl薫lの オ5 ',ιう な か )́動物
`う

撮 影

１

４
１

３



直 言売用 メ ラ f }=  を f吏 用 l_た 場 合

直読 ス ラ イ ドを使 用 す る と、 ダ イァ ル を まわ さ な い で 、

指 金|か
')直

接 糸交|)値 がイ:キ r)オ します の で 、 迅 速
`こ

撮 影 をイi

な うナ場ィ、に
`よ

f吏 不可で →
~

(く わ し くは 24⌒ヽ ―ガ タ 11の こ と )

ラ イ レ ｀リ ュ ー の 読 み 方
¨

ラ イ トパ リュ ーメこ又
`よ

、 糸交り糸l14卜 ケヽをオ来′|]し て ,ヽ る カ メ

ラに は 、 ラ ィ トパ リュー を読 み とっ て セ ントす る とfII利

で す。 ラ イ トパ リュ ー とは絞 り と シャ ンタ~ス ピ~ド の

組1合せ で は な くて 、 ダ イ アルイr方 の LV_S窓 〇 の中′し、に

出 る数 字 の こ とです。 一― (1二 Vl′ [と 同 じ意 |(で す )

Fth,1,■ |ブ 1 '一

グ イ アル を ll:lrlに セ ットし ます とホ ラ ロ イ ドカ メ ラ用 の

ナ ンバ ー が ホ ラ ロ ィ ト窓 13に 示 され ま→ _

１

５

当露 出 計 ″)特 徴 の ひ とつ で あ る受 た部 が 被 写 体 の 方向 ´`、

:l1lIに 卜」転 〔きる :,を 活 用 す る こ とに よ り、 本体 を も ち

や す く、 みや ●い状 態 の よ ヽで 、 各種 のオ旨′,｀ 1′1を よみ と

る 二と力'こ き ま す_

１

６

ｒ

‘

・
∽

ボ
貧



１

８

１

７

“シ ネ 撮 影 を 行 な う 場 合
¨

1前 に述 べ た方 法 (光球 をつ け た測 定 )で 、 測 定 し ダ イ

ア ル を セ ントして くだ さい。

2シ ネ撮 影 の絞 り値 は 、使 用 す る シ ネコマ 数○ に対 応 す

る絞り目盛(赤 )①ιこより決まります。

,主 1 シ ネ カ メ ラの「11に は 、 露 l11時 ド1を 早 く した もの もあ

ります。

これ は I:ll転 シャ ンタ~の 開 角 (光 を透 過 させ る部 分

の 角度 )力つ (く な っ て い る ため で す。

あ な た の カ メ ラの コマ数 に対 す る シャ ンタ~ス ピ~

ドを1li確 に知 っ てお くこ とは 、適 正 露 出 を決 め る う

え に重 要 な こ とで もあ ります。

撮 影機 製 ,生 メー カー
`の

うこイiす る ::見 剛弓亨等、 ま た
`よ

カ タ
ロ グな どか ′)シ ャ ンタ~ス ピ~ド と照 合 して お くこ

と も必 要 です。

注 2標 準 劇 場 用 映 画 の撮 影 ス ピー ドは 、 24コ マ で島 です。

特 に この位 置 に ιま 7で 表 示 して あ ります。

3 各 被 写 体 に 対 す る 測 り方 の 実 例

基 礎 的 な 使 い 方 は 以 llの 通 り で す が 、 こ こ で は い くつ か

の 実 例 に つ い て 説 明 い た し ま す 。

■ 物 撮 影

一 ‖たに 人物 撮 影 とい っ て もい ろ い ろ あ ります が 、雪 山 を

バ ッ クに ス キー を して い る 人物 が小 さ く見 え る とい う よ

うな場 合 は単 な る点 景 で あ っ て 、露 出 決 定 の うえ か F)は

人物 撮 影 とは考 え ませ ん。 人物 撮 影 は あ くま で も、 山iの

中′し、が 人物 で あ っ て 、 人物 に露 出 を合 わせ な け れ ば な ら

な い場 合 と考 え て くだ さ い。 そ して 、 1人 で も グル ー プ

の場 合 で も、 カ メ ラ とス、物 の 距 離 は 考 え る′し、要 が あ りま

せ ん。 この 人物 撮 影 に は 、 入射 式 に よ る測定 (光球 装 着 )

力f威 力 を発揮 します。

測 り方 は前 の 〔基礎 的 な使 い方 〕 で述 べ た通 りで す。 人

物 に適 正 露 出 が合 い ます か ら、 どん な光 線状 態 で も問 題

は あ り ま せ ん 。 ま た 、 逆 光 下 に あ っ て も 人 物 は デ ィ テ ィ

ル い た し ま す 。

注 318コ マ で撮 jit多 す る177合
`ま

、 16コ マ の 少 し I

と24コ マ の キ の とこ ろ )に 合 せ ます。

―

、

２４

(16コ マ
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2-般 の 風 景

風 景 の 場 合 は 、 光 球 を 使 っ て ヵ メ ラ 位 置 (基礎 的 な 使 い

方 の 項 参 照 )で 測 定 し ま す 。 保 持 の 仕 方 は 前 に 述 べ た 正

規 な 方 法 で よ い の で す が 、 被 写 体 と カ メ ラ 位 置 の 光 線 状

態 が 同 し で な い 場 合 は 、 被 写 体 と 同 じ よ う な 条 件 の 場 所

⌒、移 っ て ヵ メ ラ 光 軸 の 方 向 に 平 行 に 向 け て く だ さ い 。

ま た 、 被 写 体 が 陰 に な っ て い る と き は 、 測 定 す る 位 置 を

卜」し よ う な 場 所 へ 移 す か 、 手 な ど で 同 じ よ う な 条 件 を つ

く ′,な け れ ば な り ま せ ん 。

建 造 物 な ど の 描 写 と -11の 中 景 と 考 え ら れ る 風 景 が 主 要

題 材 の 場 合 は 人 物 撮 影 の 項 と 同 じ考 え で す 。

展 開 し た 風 景

被 写 界 に 遠 景 が あ っ て 、 画 の 重 要 な 部 分 を 示 し て い る 風

景 を い い ま す 。

例  展 望 、 遠 景 な ど

遠 景 は 空 気 光 の 影 響 で 、́イ ズ が か か り 、 r客 ‖1ォ ーーバ ー に

を り や す い で す か ら 、 ま ず カ メ ラ 位 置 で た ■ヽ を 用 い た lF

規 の ノブ法 で 測 定 し 、 つ ぎ に 、 光 球 を 太 陽 の ほ う へ 向 け て

測 定 し ま す 。 そ し て 得 ′)れ た 2つ の llrlの 中 |lilの 値 で 露 出

を 決 め ま す 。

誦ギl

ヘ
●● プ

一

・ λttaFi馬 古話|ふ ■
ド
非√7iβ尋】llみ「

トキヤンド

例 250(8)フ ー トキヤ ン ド′レと64(4)フ ー トキャ ン ドル

の と き125(56)が 中 間 値 とな り、 64(4｀ フ ー トキャ ン

ドル と32(28)フ ー トキヤ ン ドルの と き
`よ

、64(4)と
2(28)の 中 間 の 日盛 が 各 々求 め る fl● です。

従 っ て、 そ のうヽ め た 1貞 を グ イア ル に不多す こ とに な り

ま―ケ。

● それ ぞ れ の フ ー トキ ヤ ン ドル (絞 り目盛 値 )を ダ イア ル

ヘ 移 して露 IIIを 実II I)、 同 ‐絞 りに対 す る それ ぞ れ の シ

ヤ ンタ~ス ピ~ド を l`′ 均 して も よ い の です。

中間値



4雪 景

① 雪面の キラメキの ため、反射式 では失敗 す る例 が 多い

の で す が 、 入射 式 を使 え ば そ の心 配 は あ りませ ん。 新

雪 は73%く らい の 反射 率 を も っ て い ます が 、者6会 な ど

に降 り、 日数 が経 っ た重計で も60%く らい の り又射 率 が あ

ります か ら補 正 しな け れ ば な りませ ん。 正 規 の 方 法 で

測ったものを1′7～ %に 切 りつめます。
例

f16で  Tた15と な っ た ら

ん5× ブ77=%7■ %0ま たは%5× %=Zo

:｀

||

注 1雪面 は露 出 オー バ ー に す る と メ リケ ン粉 を まい た

よ うな精 彩 の な い写 真 に な ります か ら、 な るべ く

切 りつ め る よ うに し ます。

注 21/77～ %と ぃ ぅ補 J「 値 は雪 の 反射 率 を考 慮 した値

で 、雪 の性 質 、汚 れ 具 合 で 多少 変 ります。

② 逆 光 気 味 に キ ラ キ ラ す る光 が 少 い よ う な 曇 り の 雪 景 や

順 光 下 の 雪 景 は 反 射 式 を 使 っ て も 良 い 結 果 を 得 る こ と

が で き ま
す 。レ光 角 度 板 を 取 付 け て 、 空 の 光 を 防 ぐ よ う

に 受 光 部 を や や 下 向 き に し て 、 ヵ メ ラ 位 置 か ら 被 写 体
の ほ う へ 向 け て 測 り ま す 。 こ の と き 、 必 ず INマ ー ク

○ 験嫌奴簑紅襲 ゑiゑドは使用できません。
^~▼｀`

5側 面 光 や 逆 光 下 の 風 景 撮 影

'主

3順 光 や ト ノプ ラ イ ト

(太 陽 力■ コ ■に 近 い と

き )気 味 の と き は 、

光 球 は雪 面 の 反射 光

を受 け て しま っ て い

ます。 この場 合 に は

光 球 下 方 に 当 た る光

を llJJぐ 意 味 で な に か

で 覆 う必 要 が あ りま

ヽ卜 。

″
/

鼻
Ｌ
ぽ

―

∫

２

２

２

１

Ｉ

　

Ｊ

面哺
ヨ



―般 風 景 で 側 面 光 や 逆 光 の 場 合 に 、 立 体 で あ る 被 写 体 の

カ メ ラ に 向 |ヽ た 被 写 面
`ま

日音 く な る の で ● が 、 ――著6`こ
`ま

強

い 光 線 を 受 け て 輝 い て い る 場 合 も あ り ま す 。 光 球 を つ け

た 正 規 の 測 定 で は 、 暗 い 被 写 面 は デ イ テ イ ル し て も 輝 い

た miが露 出 過 度 と な り 、 見 苦 し く な る 場 合 も あ り ま す 。

撮 影 意 図 か ら 輝 き を 強 調 す る こ と も あ り ま す 力f、  ‐貫 し

た 美 し い 調
ffを 整 え る と き に は 、 次 の よ う な 方 法 を と り

ま す 。 ま ず 光 球 を つ け て 正 規 な 方 法 で 測 定 し て か r)、 光

球 を 光 源 へ Fl]け て 測 り 、 そ の
'キ

■間 の 値 で 露 I11を 決 め ま す 。

(3展 開 し た 風 景 の 項 と 同 じ )

6 シ ル エ ン` ト劉11杉

H没 の 太陽 の ように キラキラ輝 く空 をバ ックに して、 1lj

由iに 人 物 、 立 木 、 橋 を ど が あ り 、 こ オしを シ ル エ ン ト (黒

3 [を :::i:]::[]:li[:::[:t:1:
前 景 は シ ル エ ン ト と な り ま す 。

可

―
‐―
‐
‐―
―

―

7 ス ラ イ ドに よ る直 読 法

ス ラ イ ドは全 部 で 10枚 あ っ て 、 す べ て光 球 、平 板 と併 用

します。(し か し、光 角 度 板 を装 着 した場 合 に は使 え ませ

ん か ら ご注 意 くだ さ い。)

Hス ラ イ ドは 測 定 範 囲 をか え る高 照 度 と低 照 度 の 2段切

換 え用 と して使 用 す る こ とをす で に述 べ ま した が 、 ま た

直 読 用 に も使 用 で き るの です。 しか し、 ほ か の ス ラ イ ド

は直 読 専 用 で切 換 え用 と して は使 え ませ ん。

10枚の ス ラ イ ドに は 次 の 種 類 が あ りま す。

HIGHス ラ イ ド

=ヽ
S,ヽ 10(DIN ll)

直 読 専用 ス ラ イ ド

A S A25(DIN15)

″ 40 (  ″ 17)

″ 50 (  ″ 18)

〃 64 (  ″ 19)

″ 80 (  ″20)

〃1()()( ″21)

〃160 (  ″ 23)

″200 (  ″24)

〃400 (  ″27)

シャ ッター ス ピー ド

Tたも(%)

りる (シ4)

‰  (%)

″ (″ )

″ (″ )

″ (″ )

″ (〃 )

ン65(ン
`0)

Z。 (シる 。)

″ (″ )

２

４

上 記 ( )内 の シャ ッ ター ス ピー ドは規 定 の シャ ノタ~

ス ピー ドの な い カ メ ラ用 の もの で す。

● 直 読 法 で露 出 を決 め る と きは 、使 用 フ ィルム の ASA感
度 (露光 指 数 )に 合 う ス ラ イ ドを選 ん で組 合 わ され て い

る シ ャ ッ ター ス ピー ドを カ メ ラ に あ らか しめ セ ノ トして

お き ます。

受 光 部 に光 球 を取 付 け て上 部 の 溝 へ Hス ラ イ ドと同 じ要

領 で挿 入 します。 指 針 が メー ター スヶ ― ル上 で指 示 す る

絞り数値c)を そのままカメラの絞りにセ/卜 すればよい
の で す。

ダ イア ル を回 す こ とな く、極 め て迅 速 に セ ッ トで き ます



２

５

か す)大変 便 利 です。

さて 、 各 ス ラ イ ドの指 示 につ い て 、イ列え ば Hス ラ イ ドで 、

ASA10で はT%と な っ て お ります が 、 ASA 100の フ ィル

ム な ら感 度 が 10倍早 い わ け で す か ら、 ス ピー ドは%に す

る こ と もで き ます。 %× ン

`=‰
oつ ま り、Hス ラ イ ドで は 、

ASA100な らT%0と 考 え て使 用 す る こ と もで き ます。 こ

れ は す べ て の ス ラ イ ドに もい え る こ とです か ら、簡 単 な

換 算 法 を記 して お き ます。

ス ラ イ ドに記 入 して あ るASA感 度 を      A

同 じ     ″     シヤ ンタ~ス ピ~ド を T

使 用 フ ィル ムの ASA感 度 を          A′

これ に 合 う シャ ンタ~ス ピ~ド を       T′

と します と、次 の 式 が成 り立 ち ます。

T′ =A/A′ ×T

例

A S A50で 、T%の ス ラ イ ドでASA

200を 用 い る と きの ス ピー ドは 、

T′ =5/。。×‰ =ス o

つ ま りA S A200の フ ィル ム を使 用

す る と き、 カ メ ラの シャ ンタ~ス

ピー ドはイ 。に して お け ば 、 この A

S A50-%の ス ラ イ ドも使 用 して

よい の で す。

4応 用 編

ス タ ジ オ S2の特 異 性

ス タ ジ オ S2は 精 密 計 器 で す か ら、そ の機 能 を十 分 に活 用

す れ ば さ らに広 範 囲 に わ た っ て 本領 を発揮 させ る こ とが

で き ます。

入射 式 は実 際 の撮 影 に は極 め て合 理 的 で 、 プ ロ作 家 や 映

画 撮 影 技 師 に よ っ て 多 く利 用 され て お ります。 用 法 上 、

反射 式 で は誤 りが 出 や す い場 合 で も正 確 な露 出 を知 る こ

とが で き ます か ら、 カ ラー に も白黒 に も大 変 便 利 で す。

入射 式 で光 球 を使 っ た と き、最 もその 真価 を発揮 す るの

は 、 カ ラー の場 合 で も、 また 白黒 の場 合 で も、 皮 膚 の 色

を撮 影 す る と きです。(皮 膚 を画 の 中心 と考 え て露 出 を決

め る 人物 撮 影 の と き )

写 真 に うつ し出 され た皮 膚 の 色 は 、 ア マ チ ュ ア の 目 に も

良 し悪 しの 判 断 が で き ます。 で す か ら皮 膚 の 色 は カ ラー  ド

撮 影 L唯 一 の色 調 (基 準 色 )で あ る と考 え られ て お ります。
「

|

(撮 影 意 図 に よ っ て は 、 肉 眼 で 見 た色 よ り明 暗 の度 合 に  ,`
変 化 を与 え る場 合 もあ ります )              .1
ス タ ジ オ S2は ヽ~定 周知 の 基 準 点 を確 立 して い ます。 し

か し、 これ に変 化 を与 え る こ とに よ っ て特 殊 な効 果 を得

る こ と もで き ます。 これ らの効 果 は 、露 出 に変 化 を与 え

る こ とに よ っ て 、経 験 か ら得 られ るの とま っ た く同 じよ

うに再 現 す る こ とが で き るの で す。

さ らに附 属 品 の 活 用 に よ っ て さ ま ざ ま な応 用 が で き る こ

とは 、 さ きに述 べ た通 りです。
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2白 色 平 板 に つ い て

白色 平 板 ①
の最 も重 要 な用 途 は 、クロー ズア ップ用 主 要

ラ イ ト と 補 助 ラ イ ト間 の 対 照 1ヒ の ,則 定 を 行 な う こ と に あ

り ま す 。 (照 明 コ ン トラ ス トの 調 整 の 項 参 照 )

こ れ に よ っ て 撮 影 者 は 、 ど ん な 撮 影 装 置 か ら も そ の 記 録

が 得 ら れ る よ う に な り 、 さ ら に 、 将 来 ど ん な と き で も 、

そ の 照 明 の 再 現 が で き る よ う に な り ま し た 。

3照 明 の コ ン ト ラ ス ト調 整

● コ ン トラ ス トの 測 定

1白 色 平 板 を入 れ ます。

2主 光 源 をつ け ます。

3.ス タジ オS2を 被 写 体 位 置 で保 持 し白色 平 板 面 を光 源 の

中′し、光 に垂 直 に「缶〕け 、 lH」 定 値 を読 み と ります。

4.補 助 光 源 をつ け て 、 白色 平 板 を被 写 体 位 置 か ら前 と Ful

じ要 領 で補 助 光 源 に向 け ます。 この場 合 、 白色 平 板 に

主 光 源 か らの光 線 が 入 らな い よ うに掌 で遮 断 し、補 助

光 線 の 強 度 を測 定 し ます。

5 主 光 線 の 強 度 と補 1カ 光 線 の 強 度 のよヒが対 照 ■ヒ (ラ イ ト

パ ラ ン ス)と な ります。

例

主 光 線 の 指 示 目盛 が 500フ ー トキャ ン ドル で 、補 助 光 線

の 指 示 目盛 が 250フ ー トキャ ン ドル とす れ ば

照 明 の 対 照 比 =堅坐 =÷ 又 は 2対 1と な ります。

補 助 光 源 の位 置 、 ま た は強 度 を調 節 す る こ とに よ り、対

照 比 を所 要 の 値 に 合 わせ て か ら、 /1色 |`′ 板 を メー ター か

r)取 りの ぞ き光球 を と りつ け ます。

次 に 、露 出 は普 通 の 方法 で測 定 し決 定 し ます。

ス タ ジ オ な ど照 明 設 備 の 整 っ た所 で撮 影 す る場 合 に 、主

ソ色剰泉とお肯Jカ メι率泉との 外l員■■ヒを 4丈寸 1 ^- 2'寸  1 と● オ■ば 、

‐層 美 しい写 真 を撮 る こ とが で き ます。 室 内 とか 屋 ケトで

レフ を使 用 す る時 に も対 照 比 を測 定 して か ら露 Hlを 決 定

す る よ うに して ご利 用 くだ さい。

主 光 線 の 測 定 補 助 光 線 の 測 定

貯 、

4戸 外 照 明 の コ ン トラ ス ト調 整

照 明 ti■ イ庸の 整 っ た ス タン

ォで得 られ るの と同 様 に 、

厳 密 な照 明 コ ン トラ ス ト

の 調 整|を 戸 外 で も達 成 す

る こ とが で き ます。

戸 外 で の撮 影 で は 、 尺陽

`ま

通
´
常、「主i光源 とな りま

す。 被 写 体 の 後影 部 を明

る くす るの に は 白 色 ま た

は銀 色 の リフ レク ター を

使 夕l]し ま す  太 陽 光 線 の 強 度 と リ フ レ ク タ ー の り菫
'支

を り」

{lllに 測 定 し 、 そ 才しら の 対 照 上ヒを ― 貫 し て 良 女チな 糸吉果 カイ等

ら れ る よ う
`■

し な け れ ば な り ま せ ん 。

白 色 平 板 を 所 定 の 位 置 に 取 付 け 、 太 陽 に 向 け て そ の 指 示

イ直 を 言売み と り ま す 。 メヨこ白 亡L‐ 7〃えを リ フ レ ク タ ー
`こ

Filけ

て 、 太 陽 の 直 射 光 が 自 色 平 板 に 当 た ら な い よ う に 掌 で 遮

断 し て 才旨示 イ直 を 言売み と ')ま
す 。 こ の 特日めり■Lttιよ、 ず支 11の

カ ラ ー の 効 果 を 得 る た め に 主 光 線 の %～ %と し な け れ ば

な り ま せ ん 。 白 黒 で 一―層 劇 的 な 効 果 を 得 る に は 、 こ れ よ

り高 め の 対 照 比 、 例 え ば 補 助 光 線 と 太 陽 光 線 と の 強 度 比

が 1/6以 下 に な る よ う な も の を fJtり i〕 すオし|よ ま い の で す .,

屋 外 な ど で 指 釧
‐力寸辰 り さ れ た 場 イトに は Hろ ラ イ ド を 用 い

２

８



２

９

前 に述 べ た よ うに指 針 の示 す数 値 を32倍 し ます。 そ して 、

主 光 線 と補 助 光 線 の比 を 〔3照明 の コ ン トラ ス ト調 整 の

項 〕 の よ うに計 算 す れ ば 、対 照 比 はす ぐ求 め られ ます。

ラ イ トパ ラ ン スの調 整 が終 っ た ら、光 球 に取 りか え て 、

通 常 の 方 法 で露 出 を測 定 して くだ さ い。 この と きは被 写

体 に接 近 して 、太 陽 光 線 、補 助 光 線 が光 球 に充 分 入 る よ

うに します。

露出の決定

反 射 式 の 測 定

光 角 度 板⊂ )を 使 用 す る と

反射 式 ち纂111言十とな リーーit

の 反射 式 露 出 計 と同 じ露

出 値 が得 られ ます が 、光

球 の場 合 の 本」点は得 られ

ませ ん 。光 角度 板 を付 け

た と きは 、 反射 式 で す か

ら カ メ ラの ほ うか ら被 写

体 へ 向 け た方 法 で (入 射

式 の逆 )被 写 体 へ接 近 、

も し くは カ メ ラ位 置 で 測

る こ とに な ります 。

■ゑ。 また入射ス

ヶ 一 ル ロ盛 の数 値 は フ ー トキャ ン ドル と して読 み と る こ

とは で き ませ ん。 光 球 また は平 板 に よ る入射 測 定 の と き

の み の単 位 です。 従 っ て単 に指 針 位 置 を示 す 目安 とだ け

考 え て くだ さい。

この ス ケ ー ル上 の数 イ直を ダ イア ル に移 す と きは必 ず INマ

ー クを 合 わせ ます。 これ は 、 入射 式 (光球 、 白色 平 板 )

の と きHス ラ イ ドを挿 入 した と きの 合 わせ る位 置 で あ る

と同 時 に 、光 角度 板 使 用 の と きに も合 う よ うに設 計 され

て お ります。

さて 反射 式 測 定 は 次 の 目的 に用 い ます。

a.輝 度 域 の調 整

b.反 射 式 で な けれ ば 測定 で きな い ネ オ ンサ イ ンの よ うに

発光 して い る被 写 体 、 シ ョー ウ イ ン ドー の 中 の よ うに

入射 式 で は接 近 しな け れ ば な らな い の に近 づ け な い よ

うな と き、 これ らに つ い て 、以 下 順 次 説 明 い た し ます。

①輝度 域の中点

反射 式 で 測 る とい う こ とは 、被 写 体 の 輝 度 を測 る とい う

こ とです。 輝 度 は 入射 光 の 強 さ と被 写 体 面 の 反射 率 の 多

少 で変 っ て まい ります。 入射 式 で は 入射 光 を測 っ て被 写
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１

体 面 は 18%の 標 準 反射 す る もの と決 め て露 出 を定 め る方

法 です。

光 球 に よ る正 確 な露 出 を得 る ため に 測 定 され た実 効 フー

トキャ ン ドル は輝 度 の 中点 を決 定 ヽヽ た します。

今 、光 球 を用 い て普 通 の

方法 で測 定 した場 合 に例

え ば スラ イ ドな しで指 針

が 11(500フ ー トキ ャ ン ド

′レ)を 指 示 した と します _

フ イツレム感 度 A S A100の

と き露 出 は f45で シャ ッ

ター ス ピー ドは 1秒 とな

ります。

この OUTマ ー ク○ を11(ダ イア ル スケ ー ル上 の )に 合 わ

せ た と きINマ ー ク○ は 2を 示 し ます 。

この 2は 輝 度 域 の ち ょ う ど中点 を表 わ します。 同 じ状 態

で光 角 度 板 を取 付 け て 、標 準 反射 率 18%を 測 定 す る と ス

ケ ー ル① の 2(16フ ー トキャ ン ドル )を 指 示 す る こ とを意

味 します。

光 球 ま た は平 板 を使 用 の際 Hス ラ イ ドの 有 無 を問 わ ずIN

マ ー クは常 に輝 度 域 の 中点 を指 示 します。 しか し測定 指

示 値 を ダ イア ル スケ ー ル との 同一 位 置 |こ OUTマ ー ク を

合 わ せ た と きINマ ー クが 目盛 まで達 して い な い場 合 が あ

ります。

この と きは 入射 光 線 の 強度 が低 す ぎて光 角 度 率 で の 反射

式 測 定 は不 可 能 で あ る こ と を表 わ して い るわ け です。

す な わ ち 、 入射 光 線 の 強度 が 5.6(125フ ー トキ ャ ン ドル )

以 上 で な け れ ば光 角 度 板 に よ る反射 式 測定 は で き ませ ん
`

② 被 写 体 の ― 域 の 決 定

a光 球 の代 りに光 角 度 板 を と りつ け ます。 この際 の ス ラ

イ ドιま必 ず と りは ず さ な けれ ば な りませ ん。 指 針 は相

対 輝 度 指 示 を し ます の で 、輝 度 比 の 計 算 に は メー ター

スケーノЦЭ の数字 を使用 します。

b.メ ー ターは被写体 か らお よそ 15の ほ ど離 して保持 し、

ト
マ~=

被 写 体 の 各 面 に光 角 度 板 を向 け ます 。 この 時 測定 面 に

メー ター測 定 者 の影 が映 らな い よ うに ご注 意 くだ さい 。

前 述 の通 り、輝 度 域 を決 定 す る便 宜 上 、測 定 値 は フ ー

トキ ャ ン ドル ロ盛①
の数 値 を読 み ます 。

c.輝 度 域 を得 る に は 、 測定 の最 高 指 示 値 を最 低 指 示 値 で

割 れ ば 良 い わ け で す か ら、例 え ば最 高 輝 度 指 示 値 が

“64‐ で最 低 指 示 値 が “4¨ で あれ ば 輝 度 域 はT=千 で 16

対 1と な ります。

輝 度 域 測 定

③優れた色彩描写の得 られ る上下限度の決定

a.被写 体 に分 布 す る輝 度 で 、最 高 輝 度 が 輝 度 域 の 中点 の

4倍以 下 で最 低 輝 度 が/倍 以 上の (す な わ ち全 体 で輝

度 域 が 16対 1以下 に な っ て い る )場 合 は大 低 の カ ラー

フ イル ム で は適 切 な色 彩 の描 写 が得 られ ます。

b.前述 の例 で 、光 角 度 板 を用 い て 根1定 した被 写 体 面 の 輝

度 最 高 指 示 値
¨64"(中 点 16× 4=64)よ り高 くな る場

合 は 、 そ の面 の 色 は褪 色 して描 写 され ます。 従 っ て 、

この部 分 に 入射 す る光 線 は 少 し減 少 させ る必 要 が あ り

ます。

c.前 述 の 例 で 、光 角度 板 を用 い て 測 定 した被 写 体 面 の 輝

度 最 低 オ旨示 値 が “4"(中 点16■ 4=4)よ りも暗 い lfli

に関 し適 切 な色 の描 写 をす る に は 、 これ らの 面 を照 明

して や る必 要 が あ ります。 前 述 の Flで は輝 度 域 の 中点

が …16¨ で その 被 写 体 の 輝 度 域 は 16対 1で あ つ て _L述 の

限 度 に あ る場 合 で す の で 、照 明光 の増 減 の 必 要 は あ り
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ませ ん。

ス タジ オ S2は 輝 度 域 の 中

点 の /Jiイ r2糸交 1)|■ 本‖当 す

る範 IItlが 色 彩 描 写 の 普通

の 輝度 域 の 限 度 を示 め す

よ うに な っ て お ります。

|1瘍

光球を使用 し
た場合の露出
指示値輝度域の中点

輝度域の上限

2維哺

聯 ダ３

３

④ 光 角 度 板 に よ る 露 出 測 定

1 フ イ ブレ′、′惑′質 を ASA窓 に 合 わ せ ま す 。

2_光 角 度 板 使 用 の l祭 は ,Zヽ ず ス ラ イ ド
`よ

取 り は ず さ な ιナ才こ

ば な り ま せ ん 。

3光 角 度 板 は 被 写 体 に 向 け ま す 。 で き る だ け 被 写 体 に 接

近 し 、 最 も 重 要 な 部 ウ)を 4tt」 先二し ま す 。 こ の 日寺ネ皮写 体 ι
=

陰 を 投 し な い こ と で す 。

4_読 み と り は 指 針 の 指 力ヽし た 絞 りfLAを 、 ダ イ ア ル ス ケ ー

ル
①

と の 同 じ絞 り値 に INマ ー ク を 合 せ て く だ さ い 。

6近 代 的 照 明 の 調 整

照 明 の 調 整 を 卜分 に 行 な え る 性 能 を も っ て い る ス タ ジ オ

S2の 登 よ易
`二

よ っ て ン
ト ま で 考 え ′)オ しな か っ た |ま ど撮 景多所 の

し、3224

セ ッ トが迅 速 か つ確 実 に で き る よ うに な りま した。 次
`=

映 画 の シー ン を完 全 に コ ン トロー ル して セ ットを行 な う

ため の 11貢 序 に つ い て (列 を もっ て説 明 い た します。 この ノJ

法 は スチ ー ル撮 影 に適 用 して も さ しつ か え あ りませ ん .

―‐例 と して 、 フ イル ム′よ度 ASA 16、 レン ズの絞 りf/28、

シャ ンタ~ス ピ~ド 1/50不 少 (24コ マ /秒 )に 対 して 照 |り
]

の セ ン トを行 な う もの と し ます。

第 1段 口皆

全 般 的 に 光 線 の 強度 を求 め ま す。

a_メ ー ター の ASA窓 に

16を セ ントします。

b_シ ネ コマ 数 日盛 上 の

24の 赤 線 を f/2.8に

合 せ ます。

c.こ の 時 OUTマ ー クの指 示 は ダ イア ル スケ ー ル 1■ で H

(500フ ー トキ ャ ン ドル )よ りや や 高 め とな ります。 こ

れ を入射 スケ ー ル○ の位 置 に す れ ば 、 500フ ー トキャ

ン ドル よ り高 い650フ ー トキャ ン ドル の 日盛 区 画 で あ

っ て この 値 が必 要 な光 線 強 度 とを ります。

第 2段階

キ ー ラ イ トの セ ッテ ィ ン グ

aキ ー ラ イ ト(主光 線 )を つ け被 写 体 の 照 明 を行 な うの に

必 要 な方 向 を定 め ます。

bス ラ イ ドは つ け ず に 、 メー ター を被 写 体 イ立置 で保 持 し、

光球 を カ メ ラ方 向 に向 け ます _

c指 針 が 650よ りひ とつ下 の 500の 区 画 を指 示 す る まで主

光 源 の 強 度 を増 す か 、 距 離 を調 整 し ます。 これ に よ り、

補 助 光 線 が加 え ′)れ る と きは 第 1段 階 の Cで 要 求 され

る650フ ー トキ ャ ン ドル まで指 示 が 11昇 す る こ とに な

ります。

第 3段 F皆

照 明 コ ン トラ ス トの 調 整

a_光 上求の 代 ')`こ 白色 平 板 を と りつ け ます。

b キー ラ イ トの 強 度 を測 定三し ます。 500フ ー トキ ャ ン ド
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ル を指 示 す る は ず で す )

c.補 助 光 線 をつ け ます。

d_〈 戸 外 〉照 明 の コ ン トラ ス ト調 整 の項 で説 明 した通 り、

適 切 な照 明 の コ ン トラ ス トを得 る よ うに補 助 光 源 を調

整 します。(コ ン トラ ス ト2対 1に 対 して は補 助 光 線 の

指 示 値 は 250フ ー トキャ ン ドル に な ら な くて は な りませ

ん )バ ンクよ りの光 線 は この コ ン トラ ス トに対 して は

極 め て わ ず か しか 影響 を 及 ぼ しませ ん。

第 4段階

輝 度 域 の 調 整

a.メ ー ター に光 球 を取 付 け ます。

b_光 球 を カ メ ラに向 け て被 写 体 位 置 で メー ター を保 持 し、

指 針 の手旨力tを 言売ン
'と

ります。 ラ イ トが全 音6つ い て ヽヽ る

場 合 に は 、 このオ旨示 値 が650フ ー トキャ ン ドル に な る様

に 、主 光 源 を調 整 して くだ さ い。

c_OUTマ ー ク を650の 区 画 に合 せINマ ー クのオ旨示 イ直を言売

み と ります。 この値 は20と な り、輝 度 域 の 中 点 を示 め

します。 も し、 16対 1の 輝 度 域 で所 要 の効 果 が得 られ

る こ とが経 験 Lで わ か っ て い る場 合 に は 、輝 度 最 高 指

示 イ直80(中 に20× 4=80)`ま 良 女子な色 彩 を再 現 す る た

め の最 大 極 限 値 です。 また輝 度 最 低 指 示 値 5(中 点 20

■ 4=5)は 良 好 な色 彩 を再 現 す る ため の最 低 極 限 値

で もあ ります。 従 っ て被 写 体 輝 度 分 布 は 5～ 80の 中 に

な け 才tば この シー ンの 色 を美 し く再 現 す る こ とは で き

な い わ け です。

d光 球 の代 りに光 角度 板 を と りつ け 、被 写 体 面 に輝 度 指

示 値 が 80よ りも明 る い所 、 ま た 5よ りも暗 い所 が あ る

か ど う力誦雀め る意 味 で測 定 して くだ さ｀` o

第 5段階

正 確 な 露 出 を求 め る

第 4段 階 の bで光 球 を使 用 して露 ltli値 を測 定 して あ り

ま す が 、 正 確 な 露 出 を最 終 的 に 測 定 し て くだ さ い。

この 値 は今 まで に コ ン トロー ル した照 明 で 、要 求 した

通 り正 確 に f/2.8で 1/。 秒 とな
',な

け れ ば な りませ ん。

前 述 の 5段階 の 方法 で照 明 につ い て の 全 要 素 を調 整 す る

こ とが 口r能 とな ります。

7接 写 に つ い て

被 写体 が カ メ ラの 焦 点 EE離 の 10イ音よ りも カ メ ラ にオ妾近 し

て い る時 は必 ず 、 ス タ ジ オ S2の オ旨示 す る露 出 値 を増 加 し

な くて は な りませ ん。 例 えば カ メ ラ レンズの 焦 点 距 離 が

50mmで 、 被 写 体 EE離 が 50cmよ り も接 近 して ヽヽ る場 合
`ま

、

普 通 よ りも露 出 を 多 くす る必 要 が あ ります。 これ は被 写

体 が カ メ ラ に接 近 す る とそ の像 の 倍率 が大 き くな る ため

です。 被 写 体 か らの光 線 が レ ンズ を通 っ て フ ィル ム面 に

結 像 す る と き、 フ イル ム面 の 照度 と被 写 体 輝 度 お よ び像

の イ音率 との 間 に は 次 の 関 係 が あ ります。

a・ πL   lE=4・
F2・ (M+32

E:フ ィル ム面 照 度

L:被 写 体 輝 度

M:イ象の 倍率

F:Fナ ンバ ー

π :円 周率

a :1詩 数

上 式 か ら分 る よ うに 、被 写 体 の 輝 度 が  定 で あ っ て も倍

率 が変 る とフ イル ム面 の 明 る さ (照度 )は (M+1)2に 逆 比

例 して変 っ て き ます。 被 写 体 距 離 が大 きい と き、 す な わ

ち MがノJヽ さ い場 合 に は 11記 の 影 響 は ほ とん どあ りませ ん

が 、被 写 体 距 離 が小 さ くな る に つ れ Mが大 き くな っ て き

ます。 例 え ば実 物 大 の撮 影 をす る と きは イ音率 Mは 1で (M

+1)2は 4と な ります の で フ ィル ム niで の 明 る さは被 写

体 距 離 が 無 限 大 の場 合 の %と な り、露 出値 は 4倍 しな け

れ ば な りませ ん。

,即l定 され た露 出値 が %。秒 の シャ ンタ~ス ピ~ド の と きは

ン6。 × 4=%と してス 秒 ιこ補 iliし なけれ
`よ

な りませ ん。

(M+1)2を 接
`'メ

の場イトの 補 i[率 とい い ます。

３
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測 定 方 法

で き る だ け被 写 体 に接 近 して ス タ ジ ォ s2を 保 持 し、光 球

を カ メ ラの レンズ方 向 に向 け ます。 も し も ラ イ トが被 写

体 に非 常 ιこ接 近 して い る と きは 、被 写 体 を除 い て光 球 を

被 写 体 位 置 で保 持 す る よ うに して くだ さ い。 この よ うに

す れ ば 、光 球 の受 け る光 線 は ち ょ う ど被 写 体 を照 らす光

線 と同― に な ります。 ク ロー ズ・ ァ ップ用 に補 正 され る

露 出 を求 め る に は 、

1.入射 光 の 通 常 の 方 法 で露 出 を決 定 します。

2.被 写 体 の 大 き さ と (ピ ン トガ ラ ス)に現 れ る そ の像 の

大 き さ を測 定 します。

3.も し も像 が被 写 体 よ り大 きい場 合 は拡 大 され 、 ま た像

が被 写 体 よ りも小 さ い時 は縮 少 され るわ け で す か ら、

大 きい ほ うの値 を小 さ い方 の値 で割 っ て くだ さ い。

4.次 に記 jl■ され て い る表 か ら補 正 率 を求 め て くだ さ い

5.ス タ ジ ォ S2で 測 定 さ才したヨ
『

出イ直に者肯IF事 をか け たイ直が

補 正 され た露 出値 とな ります。

表 1ク ロ ー ズ 。ア ッ プ の 露 出 補 正 表

補正 率 =(M+1)2

被 写 体 と

像 との Lヒ
補 正 率 補 正 率

4

5

6

7 5

9

:05

12

14

:6

20

25

拡

被 写 体 と

像 との 比

1 ,ヽ1

1 ″ 1 25

1 ″ : 50

1 ″ : 75

1 ″2

1 ″2 25

:″ 25
: ″2 75

1″ 3

:  ″ 3 5

1 ″4

9   '寸 1

8  ″ 1

7  ″ 1

6  ″
:

5  ″ 1

45 ″ 1

4  ″
:

3 5  ″ :

3  ″
:

2 75 ″ 1

2 5   ,′  1

2 25 ″ 1

2  ″ 1

1 75 ″ 1

15 ″ 1

: 25 ″ 1

:     ″ :

1 24

1 27

:  31

1 36

: 44

1 50

1 56

1 65

1 78

1 86

1 96

2 09

2 25

2 47

2 78

3 24

4 00

1対45

1″ 5

1 ″6

1″ 7

1 ″8

1 ″9

: ″10

1 ″ 11

1 ″:2

1 ″ :3

1 ″ i4

1 ″ ,5

1 ″ :6

1″ 17

1 ″ :8

1 ″ :9

1 ″20

30

36

49

64

81

100

121

144

i69

:96

225

256

289

324

361

400

44:

8太 陽 光 線 下 の フ ラ ッ シ ュ に よ る 撮 影

ス タ ジ オ S2に よ っ て太 陽 光 線 を フ ラ ッシュ で正 確 に バ ラ

ン ス を と る こ とが で き ます。

プ ロの撮 影 所 の撮 影 技 師 が 日常 す ぐれ た作 品 を製 作 す る

の に用 い て い るの と同 一‐の ラ イ トパ ラ ン ス上 の 基 本 的 方

式 が フ ラ ッ シュ に も適 用 で き ます。 この簡 単 な方 法 に よ

つ て ハ イ ラ イ トと シャ ドウ で バ ラ ン ス を とる際 、正 確 に

これ を コ ン トロー ルす る こ とが で き ます。

1.被写 体 位 置 か ら直接 に太 陽 に光 球 を向 け て太 陽 光 線 の

強 度 を測 定 します。 例 え ば ・・HIGH・・
専 用 ス ラ イ ドを

つ け て指 針 の指 示 位 置 が “200"フ ー トキャ ン ドル の 目

需 区 口liに な っ た とす れ ば実 l祭 の 光線 の リコヽ度 は フ ー トキ

ャ ン ドル で 20()× 32=640()と な ります 。

2.主 ・ 補 助 光 線 の比 を選 定 し ます。 頻 繁 に用 い られ る比

は 4対 1で 、 これ に よ り補 助 光 線 は主 光 線 の 強 度 の /
の 強 度 を もつ こ とに な ります。 上 記 6400実効 フ ー トキ

ャ ン ドル の J大 態 で
`ま

、 ネ甫llt光線 は 1600(6400■ 4)フ ー

トキャ ン ドル で な け れ ば な りませ ん。

３
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5取 扱 い上 の 注 意

零 位 置 の 調 整

受 光 部 を完 全 に覆 っ て も

指 針 が零 の位 置 に戻 ら な

い と きは 、 メー ター 裏 側

の ネー ム プ レー トの とこ

ろ に あ る ネ ジ溝 Λヽ 石更貨 な

ど を あ て て 、指 針 を見 な

が ら静 か に 回 転 させ 、調

整 して くだ さ い。

ス ラ イ ド溝 に つ い て

ス ラ イ ドをは ず して ご使 用 に な る場 合 、 ス ラ イ ドが強 い

光 を直接 受 け る と、 この溝 か ら 多少 の光 が 入 る こ と もあ

ります。 これ は 、露 出 に は ほ とん ど影 響 い た しませ ん が 、

よ り正 確 な露 出 を必 要 とす る撮 影 の と きは 、手 で 3、 さ い

で お使 い くだ さ い。

ス タ ジ オ S2は 精 密 計 器 て す の て 下 記 の 点 を 注

意 し て く だ さ い

●落下 又 は急激 な衝撃 は絶対 に避 け るこ と。

●極度 の高 温 、高湿 の場 所 には保存 しないで くだ さい。

●磁 ′
lyLに 影 響 あ る所 及 び防 虫 剤 の 入 っ て い る所 へ の保 存

は避 け る よ うに して くだ さ い (金属 キ ャ ビ ネ ッ ト・ 箪

笥 等 )

●光 球 、 白色 平 板 は常 に清 潔 に保 つ こ と。

〔傷 、 汚 れ (汚 れ が ひ どい時 に は石 け ん を ,容 か したぬ る

ま湯 で よ く洗 浄 して くだ さ い)〕

万 一 、故 障 が起 き ま した と きは 、 も よ りの営 業 所 ・ サ ー

ビ ス・ ス テー シ ョ ンに お持 ち くだ さ い。お 近 くに営 業 所・

サ ー ビ ス・ ステ ー シ ョ ンが な く、郵 送 され る場 合 は 、厚

さ 3 cm以 上ク)衝撃 よ け パ ンキ ン グ
`こ

包 ん で か ら、 段 ボー

ル な どで梱 包 して くだ さ い。

３

９ ・ 送 り先・

齢縫荘コ′Wし
商 事 部●〒174東 京都板橋区志村2-16-2003(960)8171(大 代表)

大阪営 業所●〒541大阪市東区本町2-25   06(251)1621(代  表)

名古屋営業所●〒461名 古屋市東区武平町4-17052(962)3981(代  表)

lm岡 営業所●〒812福岡市奈良屋町1-20  092(29)3631(代  表)

本社・工場●〒174東京都板橋区志村2-16-2003(966)2151(大 代表)

1礫高 い
=三

、・.7
サービスステーション●〒162東 京都新i薔 |え 市ヶ谷IH町新杵ビル 03(269)7241-4

現金正価 本 体 ¥ 9,200
ケース ¥ l,000
附属品 ¥  600

(白 色平板・光角度板 )

４
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